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日本藻類学会

日本藻類学会は1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。

本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し，会員に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円(学生
は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は12，000円，賛助会員の会費は 1口20，000円とする。

庶務および会計に関する通信は， 602京都市上京区下立売通小川東入 日本藻類学会宛に，また「藻類」

への原稿の送付は 184小金井市貫井北町4-1-1 東京学芸大学生物学教室内 日本藻類学会編集委員会宛にさ

れたい。

The Japanese Society of Phycology 

TheJapanese Society ofPhycology， founded in 1952， is open to all who are interested in組 yaspect ofphy~ology. 
Either individuals or organizations may become members ofthe Society. TheJapaneseJournal ofPhycology (SORUI) 
is published quarterly and distributed to members free of charge. 
Inquiries and 0伽 informationr叩 rding出eso由 tyshould be addressed to The Japanese Society of 

Phycology， Shimotachiuri Ogawa Higashi， Kamikyoku， Kyoto， 602 Japan. The annual dues (1993) for overseas 
members are 7，000 Yen (Send the remittance to TheJapanese Society ofPhycology at the above address). 
Manuscript for publication should be submitted directly to the Editor.in-Chief， Prof. 1. Shihira-Ishikawa， 

Department of Biology， Tokyo Gakugei University， Nukuikita・machi，Koganei-shi， Tokyo，184 Japan. 
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会 長:有賀祐勝(東京水産大学 President:Yusho ARUGA (Tokyo University of F油田町)
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日本藻類学会秋季シンポジウムのお知らせ

秋季 γソポジウムおよび懇親会を，日本植物学会第58回大会(札幌，北海道大学)の前日に下記のように

開催しますのでご出席くださL、。

日時:1994年9月19日 (月)

1 5:30~17:30 γンポジウム

18 ・ 00~20:00 懇親会

シンポジウム・懇親会会場 北海道大学理学部(干060札幌市北区北10条商8丁目)

(JR札幌駅北口西側出口 より徒歩15分，会場となる教室は当日理学部入り口付近に掲示します。なお，秋

季シンポジウム等の会場は植物学会の会場 (教養部)とは異なりますのでご注意ください)

演者・演題:(1)海藻の生態相関物質の多様性

(2)有機化学から見た渦鞭毛藻

座 長:舘脇正和(北海道大学理学部附属海藻研究施設)

懇親会参加申し込み:

北海道大学地球環境科学研究科鈴木稔

北海道大学理学部化学科 中村英土

懇親会参加ご希望の方は，薬害またはファッタスにて参加者の氏名 ・所属を記入の上，必ず申し込み期限

までに世話人(下記)宛お送りくださL、。なお，会費は当日会場にてお支払いくださL、。 (シンポジウムの

みご参加の方は申し込みは必要ありません。当日会場までお越しください)

懇親会費 3，000円

申し込み期限 1994年8月31日 (水)

世話人

堀口健雄 ・小亀一弘

〒060札幌市北区北10条商8丁目

北海道大学理学研究科生物科学専攻

TEL: 011-706-2745 

FAX: 011-746ー1512

函館本線

会場案内

北大正門






